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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
食
へ
の
感
謝

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
０
３
９
Ｆ

【
作
者
名
】

　
長
根
兆
半

【
あ
ら
す
じ
】

　
食
べ
る
と
は
何
か
、
ど
う
い
う
意
味
か
、
人
間
は
何
故
食
べ
る
の
か
。
そ
れ

は
生
き
る
為
と
言
う
よ
り
、
も
っ
と
切
実
な
、
死
に
た
く
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。
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食
へ
の
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
・

長
根
兆
半

　
「
板
前
・
料
理
人
」

序
・
本
地

人
間
に
は
、
人
権
と
同
時
に
、
生
存
の
権
利
が
あ
る
。
不
可
分
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
こ
れ
を
合
わ
せ
、
人
生
権
と
い
う
こ
と
に
す
る
。

人
間
生
活
権
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

誕
生

ま
ず
新
生
児
か
ら
看
て
み
た
い
。

生
ま
れ
て
す
ぐ
、
親
が
子
を
保
護
し
て
い
る
。

こ
れ
は
親
の
権
利
で
あ
り
、
義
務
で
は
な
い
。

権
利
は
放
棄
で
き
る
が
、
義
務
は
放
棄
で
き
な
い
が
故
で
あ
る
。

半
年
・
一
年
未
満
の
新
生
児
に
、
義
務
も
権
利
も
な
い
。
た
だ
本
能
だ
け
で
あ

る
。

親
に
と
っ
て
、
子
捨
て
、
子
殺
し
が
出
来
る
事
で
証
明
で
き
る
。
こ
の
良
し
悪

し
は
さ
て
お
く
。

人
権
と
は
、
自
己
主
張
で
あ
る
。

生
存
の
権
利
と
は
、
食
を
確
保
す
る
権
利
で
あ
り
、
自
他
共
に
殺
害
し
な
い
と

言
う
こ
と
で
あ
る
。

他
人
が
保
持
し
て
い
る
食
料
を
、
理
不
尽
に
搾
取
、
強
奪
す
る
こ
と
は
、
他
者

の
生
存
を
脅
か
す
事
に
な
る
。
つ
ま
り
生
存
権
の
破
壊
で
あ
る
。
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宗
教
・
道
徳
律
と
い
う
教
育
制
度
と
と
も
に
、

こ
れ
は
人
間
の
掟
と
し
て
、
政
策
、
憲
法
と
し
て
制
定
す
る
事
が
、
国
家
は
そ

の
国
民
の
生
存
権
を
守
る
事
に
な
る
。

も
し
、
国
が
、
国
民
個
々
の
食
糧
確
保
に
対
し
、
破
壊
行
動
を
起
こ
し
た
時
、

国
は
憲
法
違
反
と
な
る
。

と
も
に
権
利
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
個
人
は
こ
れ
を
放
棄
す
る
事
が
出
来
る
。

生
き
と
し
て
生
き
る
者
の
、
本
能
的
関
心
事
は
、
ま
ず
食
料
の
確
保
に
あ
る
。

食
料
の
な
い
人
間
に
、
何
が
出
来
る
、
何
も
な
い
、
有
る
の
は
即
、
死
で
あ
る
。

ま
だ
、
死
に
た
く
な
い
と
言
う
の
が
個
々
に
お
け
る
人
権
の
基
礎
で
あ
る
。

一
、
素
人
と
玄
人
と
の
定
義
。

誰
も
が
面
倒
と
思
い
、
誰
も
が
嫌
な
事
を
引
き
受
け
、
率
先
し
て
行
動
を
取
り

る
の
が
玄
人
へ
の
入
り
口
で
あ
る
。

日
常
生
活
の
基
本
は
、
消
費
と
い
う
破
壊
と
、
生
産
と
い
う
建
設
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
。

破
壊
は
建
設
を
目
的
と
し
、
消
費
は
生
産
を
目
的
に
す
る
。
目
的
達
成
の
結
果

か
ら
、
具
体
的
に
、
金
額
と
し
て
の
利
益
を
生
み
出
す
の
が
玄
人
で
あ
る
。

地
球
上
に
数
あ
る
玄
人
の
世
界
の
中
で
、
料
理
の
分
野
で
、
こ
れ
を
実
行
す
る

人
を
板
前
と
云
い
料
理
人
と
い
う
。

人
類
の
健
康
を
健
全
に
保
持
す
る
と
言
う
義
務
と
責
任
が
あ
る
。

消
費
は
仕
入
れ
、
破
壊
は
包
丁
。
生
産
は
調
理
、
建
設
は
盛
り
付
け
。
利
益
は

繁
栄
、
健
康
は
幸
福
。
義
務
は
工
夫
、
責
任
は
愛
情
で
あ
る
。

玄
人
の
玄
人
た
る
所
以
の
最
大
の
基
盤
は
、
責
任
感
で
あ
り
、
責
任
を
持
つ
こ

と
で
あ
る
。

二
、
　
「
食
す
る
事
」

「
食
事
を
す
る
」
と
は
何
か
、
名
曲
を
聴
き
逃
し
て
も
、
現
代
で
は
、
次
を
待

て
る
。

だ
が
、
食
は
ど
う
か
、
次
の
名
曲
を
待
つ
ほ
ど
に
、
悠
長
に
待
て
る
か
。
待
て
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な
い
。

名
曲
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
る
。

空
腹
に
は
勝
て
な
い
。
空
腹
を
満
た
す
も
の
は
、
食
料
で
あ
る
。

百
万
言
の
美
辞
麗
句
も
、
空
腹
に
は
勝
て
な
い
、
叶
わ
な
い
。
い
か
な
る
日
常

の
行
動
も
そ
し
て
芸
術
も
、
そ
の
身
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
体
に
は
、
常
に
心
が
共
存
し
、
そ
の
心
と
体
は
常
に
離
れ
る
こ

と
は
無
い
。

心
こ
こ
に
あ
ら
ず
、
と
い
う
が
、
そ
の
よ
う
に
言
う
心
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

俗
に
、
食
い
物
の
恨
み
は
大
き
い
。
と
云
わ
れ
る
の
は
、
生
き
る
も
の
に
と
っ

て
、
い
か
に
食
料
が
重
要
か
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
心
が
先
か
体
が
先
か
、
誕
生
前
と
死
後
を
思
え
れ
ば
、
心
が
先
だ
と
推
測
が

出
来
る
。

だ
が
、
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
事
に
限
定
し
た
現
実
を
思
え
ば
、
体
が
先
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

物
心
つ
い
た
時
か
ら
、
と
い
う
言
葉
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。

母
の
胎
内
に
あ
っ
て
は
、
母
か
ら
養
分
を
受
け
る
。

こ
の
時
か
ら
食
事
は
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
し
て
十
六
・
七
歳
で
、
個
人
の
味
覚
は
安
定
す
る
。

そ
の
味
覚
を
満
た
せ
る
環
境
か
ら
離
れ
る
と
、
時
と
し
て
人
は
、
そ
の
味
覚
を

尋
ね
、
さ
迷
う
事
す
ら
あ
る
。

な
ぜ
生
き
と
し
て
生
き
て
い
る
動
植
物
は
、
食
を
執
る
か
、
そ
れ
は
死
に
た
く

な
い
か
ら
。

老
い
た
く
な
い
か
ら
で
あ
り
、
病
に
か
か
り
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
食
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
生
・
老
・
病
・
死
を
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。

た
だ
ひ
た
す
ら
現
在
の
健
康
を
維
持
し
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
る
の
で

あ
る
。

三
、
「
毒
と
薬
」

危
険
物
は
、
薬
と
違
い
、
普
段
身
の
回
り
に
は
置
か
な
い
。
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危
険
か
ら
身
を
守
る
と
い
う
意
識
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
好
例
が
、
茸
の

場
合
に
、
顕
著
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

野
山
を
歩
け
ば
、
い
く
つ
か
の
茸
を
目
撃
す
る
、
明
ら
か
に
、
食
え
る
と
思
っ

て
も
、
手
を
出
さ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
店
で
販
売
し
て
い
る
茸
に
は
、
解
ら
な
く
と
も
買
う
事
が
あ
る
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
健
康
保
持
、
ま
だ
死
に
た
く
な
い
、
と
い
う
本
能
が
明
確

に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

四
、
「
餌
と
食
事
」

餌
と
な
れ
ば
、
只
食
え
ば
よ
し
と
す
る
空
腹
を
満
た
す
と
い
う
欲
求
だ
け
で
あ

る
。

そ
の
満
足
の
為
に
、
食
料
を
探
す
。

こ
れ
は
人
間
を
含
め
、
他
の
動
植
物
に
も
共
通
し
て
い
る
。

食
事
と
な
れ
ば
、
健
康
維
持
へ
の
配
慮
か
ら
、
食
材
を
選
び
、
加
工
調
理
し
、

摂
取
す
る
。

こ
れ
は
人
間
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

食
文
化
の
発
達
と
は
、
食
事
に
対
し

Ａ
，
食
材
選
択
、
Ｂ
，
調
理
加
工
、
Ｃ
，
味
付
け
、
Ｄ
，
盛
り
付
け
、
Ｅ
，
場

所
、
Ｆ
，
安
全
、
Ｇ
，
信
頼
、
Ｈ
，
健
康
、
Ｉ
，
満
足
、
Ｊ
，
希
望
。

と
い
う
過
程
の
一
つ
一
つ
に
於
い
て
、
歓
喜
の
共
有
と
い
う
一
貫
性
を
持
ち
、

大
歓
喜
へ
と
、
追
求
し
て
い
く
事
で
あ
る
。

こ
の
追
求
に
終
わ
り
は
無
い
。

こ
れ
で
「
良
し
」
と
し
た
時
、
そ
の
食
文
化
は
停
滞
か
ら
下
降
へ
と
向
か
う
。

食
文
化
の
向
上
と
は
、
自
然
に
帰
る
と
い
う
理
想
に
向
か
う
事
で
あ
る
。

人
間
が
食
事
を
摂
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
明
日
へ
の
希
望
を
持
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

希
望
の
無
い
食
事
は
、
餌
へ
と
な
り
下
げ
て
し
ま
う
。

五
、
「
食
事
の
提
供
」

こ
こ
で
は
、
食
事
を
作
る
側
を
板
前
・
料
理
人
と
し
、
食
す
る
側
を
客
と
言
い
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分
け
て
お
く
。

そ
し
て
客
に
饗
す
る
料
理
を
作
品
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

客
は
命
懸
け
で
あ
る
。

そ
れ
に
応
え
る
の
が
、
板
前
・
料
理
人
で
あ
る
。

客
は
希
望
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
希
望
を
増
幅
す
る
の
が
、
板
前
・
料
理
人
で
あ
る
。

客
は
敏
感
で
あ
る
。

板
前
・
料
理
人
は
、
作
品
の
中
に
、
作
者
の
見
え
な
い
心
が
宿
っ
て
い
る
事
を
、

自
覚
認
識
す
る
べ
き
で
あ
る
。

作
品
に
対
す
る
客
の
評
価
が
総
て
で
あ
り
、
作
品
へ
の
是
非
の
結
論
と
な
る
。

板
前
・
料
理
人
の
目
的
は
、
創
る
事
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
客
の
希
望
を
叶
え

る
事
に
あ
る
。

六
、
「
営
利
と
料
理
」

こ
こ
で
言
う
営
利
と
は
、
食
堂
経
営
の
事
で
あ
る
。
料
理
と
は
板
前
・
料
理
人

の
作
品
で
あ
る
。

経
営
と
は
利
益
の
追
求
で
あ
る
。

作
品
は
営
業
方
針
の
領
域
を
、
逸
脱
・
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
中
で
、
板
前
・
料
理
人
は

前
述
の
Ａ
，
食
材
選
択
、
Ｂ
，
調
理
加
工
、
Ｃ
，
味
付
け
、
Ｄ
，
盛
り
付
け
、

Ｅ
，
場
所
、
Ｆ
，
安
全
、
Ｇ
，
信
頼
、
Ｈ
，
健
康
、
Ｉ
，
満
足
、
Ｊ
，
希
望
、

へ
の
追
求
に
執
念
を
持
ち
、
持
続
発
展
を
心
が
け
る
の
で
あ
る
。

客
は
明
日
へ
の
希
望
を
持
っ
て
、
命
を
賭
け
て
食
事
を
す
る
か
ら
で
あ
る
。

客
の
持
つ
、
見
え
ざ
る
希
望
を
叶
え
る
た
め
に
、
食
堂
は
あ
る
。

食
と
は
、
存
命
の
糧
で
あ
り
、
堂
と
は
安
全
で
あ
る
。

食
堂
と
は
、
安
全
に
食
事
で
き
る
、
と
言
う
事
の
別
名
で
あ
る
。

人
間
は
誰
で
も
、
「
マ
ダ
、
死
に
た
く
な
い
」
と
い
う
執
念
に
も
似
た
希
望
を

持
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
人
間
は
、
肉
体
の
存
命
を
願
い
、
食
事
を
摂
り
、
心
の
豊
か
さ
を
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願
う
が
た
め
に
、
音
楽
を
始
め
、
芸
術
作
品
を
求
め
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
食
に
よ
る
肉
体
と
芸
術
に
感
動
す
る
心
は
不
可
分
で
あ
る
。

七
、
　
「
食
事
と
音
楽
」

料
理
と
音
楽
、
　
こ
の
二
つ
の
分
野
は
、
共
通
点
が
多
い
。

楽
譜
と
献
立
は
同
位
置
に
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
何
の
意
味
も
成
さ
な
い
。

　
際
立
っ
て
い
る
事
は
、
作
品
と
し
て
の
料
理
も
、
楽
譜
の
演
奏
も
、
と
も
に

次
の
瞬
間
に
は
無
く
な
る
、
消
え
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
一
瞬
の
芸
術
に
そ
の
全
て
を
賭
け
る
の
が
、
板
前
・
料
理
人
と
演
奏
家
で
あ

る
。

　
　
あ
ら
ゆ
る
芸
術
に
は
、
楽
譜
や
献
立
と
同
じ
意
味
の
位
置
に
あ
る
図
面
が

あ
る
。

八
、
作
品
寿
命
　

永
久
保
存
さ
え
可
能
な
絵
画
、
彫
刻
、
建
築
物
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
音
楽
演
奏
の
作
品
は
、
板
前
・
料
理
人
の
そ
れ
よ
り
、
さ
ら
に
作
品
生
命

が
短
い
。

　
料
理
人
の
作
品
は
、
眼
で
楽
し
ん
で
か
ら
食
し
て
も
遅
く
な
い
が
、
音
楽
演

奏
の
作
品
は
、
一
瞬
に
出
す
音
の
つ
な
が
り
で
あ
り
、
変
化
の
連
続
で
あ
る
。

終
わ
っ
た
途
端
に
、
静
寂
と
な
り
、
聴
衆
の
心
に
、
そ
の
印
象
だ
け
が
残
る
。

　
板
前
・
料
理
人
の
作
品
は
、
眼
と
口
（
舌
）
、
時
と
し
て
耳
に
、
さ
ら
に
は

鼻
に
す
ら
訴
え
る
。

音
楽
演
奏
の
作
品
は
、
耳
と
い
う
聴
覚
を
通
し
て
の
み
、
心
に
訴
え
る
の
が
基

本
で
あ
る
。

食
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
肉
体
を
、
音
楽
演
奏
は
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

演
奏
家
が
、
楽
譜
の
心
を
熟
知
し
て
演
奏
し
た
時
、
聴
衆
は
演
奏
さ
れ
た
音
楽

に
よ
っ
て
、
演
奏
家
と
喜
怒
哀
楽
を
共
有
で
き
る
。

冠
婚
葬
祭
、
果
て
は
戦
争
に
ま
で
音
楽
演
奏
は
欠
か
せ
な
い
事
で
証
明
さ
れ
、

現
実
で
あ
る
。
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九
、
聴
覚
と
触
覚

耳
と
皮
膚
感
触
は
、
常
に
環
境
を
捕
ら
え
、
自
ら
閉
じ
る
事
は
出
来
な
い
。

幸
福
の
音
も
、
不
幸
の
音
も
耳
は
捕
え
、
肌
は
気
候
の
変
化
を
捕
え
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
自
分
の
感
情
の
ま
ま
に
発
し
た
音
声
を
も
、
自
ら
の
耳
か
ら

入
っ
て
、
自
ら
の
心
に
宿
る
。

つ
ま
り
、
舌
は
災
い
の
根
、
耳
は
幸
い
の
門
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

こ
れ
を
心
得
た
時
か
ら
人
は
、
耳
か
ら
入
っ
た
不
幸
の
音
を
、
心
で
幸
福
の
音

に
変
え
る
こ
と
に
、
努
力
で
き
る
。

努
力
と
は
繰
り
返
し
で
あ
る
。

十
、
「
藝
」
と
い
う
文
字

　
「
藝
」
と
い
う
字
を
見
る
と
、
草
冠
の
下
に
執
念
の
「
執
」
が
あ
り
、
さ
ら

に
「
伝
」
え
る
が
あ
る
。

　
「
草
」
と
「
執
」
と
「
伝
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
「
草
」
は
表
現
を
表
し
、
「
執
」
は
哲
学
を
現
す
。
そ
れ
を
「
伝
」
い
得
る

と
な
っ
て
始
め
て
「
藝
」
と
い
う
文
字
は
成
立
し
て
い
る
。

　
表
現
を
伝
え
る
だ
け
の
事
を
趣
味
と
い
い
、
そ
こ
に
哲
学
が
確
立
す
る
事
で
、

見
る
者
、
聞
く
者
に
感
動
を
与
え
、
人
か
ら
芸
術
家
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
執
」
の
な
い
「
芸
」
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
い
な
い
高
級
車
で
あ
る
。

表
現
と
し
て
の
「
草
」
が
な
い
「
伝
」
は
、
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
だ
け
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
、
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
と
同
じ
で
あ
る
。

「
伝
」
の
な
い
「
草
」
と
「
執
」
だ
け
で
は
、
一
人
よ
が
り
の
自
己
満
足
で
あ

る
。

自
己
表
現
が
他
人
に
は
「
伝
」
わ
ら
な
い
。

架
か
る
理
由
か
ら
、
「
藝
」
と
い
う
道
に
踏
み
出
す
者
は
、
「
草
」
と
「
執
」

と
「
伝
」
を
熟
知
し
、
日
々
怠
り
無
く
自
ら
の
心
技
体
を
修
練
し
、
磨
く
事
が

肝
要
で
あ
る
。

修
練
と
い
い
、
磨
く
と
い
う
の
も
、
こ
れ
は
、
一
重
に
同
じ
事
の
繰
り
返
し
で

あ
る
。
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十
一
、
表
現

１
、
「
草
」
は
表
現

原
始
の
昔
、
草
の
結
び
方
で
、
自
分
の
意
思
を
伝
え
た
。

表
現
手
段
は
、
個
人
の
好
み
に
よ
っ
て
決
ま
る
が
、
肉
体
の
何
処
に
訴
え
る
か

に
よ
っ
て
、
表
現
方
法
を
選
択
で
き
る
。

六
感
と
い
わ
れ
る
感
覚
に
は
耳
、
眼
、
鼻
、
舌
、
皮
膚
の
五
感
が
あ
り
、
そ
れ

は
全
て
、
第
六
の
心
に
向
か
っ
て
い
る
。

例
え
五
感
の
総
て
に
対
し
、
同
時
に
訴
え
た
と
し
て
も
、
最
後
は
心
に
行
き
着

く
。

耳
は
聴
覚
、
空
気
中
で
、
秒
速
三
百
三
十
一
メ
ー
ト
ル
、
水
中
で
秒
速
千
五
百

メ
ー
ト
ル
（
マ
ッ
ハ
）
と
い
う
速
度
で
会
話
、
音
楽
を
受
け
入
れ
る
。

眼
は
視
覚
、
絵
画
彫
刻
、
文
、
そ
し
て
視
野
の
総
て
を
、
秒
速
三
十
万
キ
ロ
と

い
う
絶
対
速
度
の
速
さ
で
、
受
け
入
れ
る
。

鼻
は
臭
覚
、
汚
臭
、
香
臭
を
受
け
入
れ
、
嗅
ぎ
分
け
、
感
情
の
起
伏
に
最
っ
と

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

舌
は
味
覚
、
健
康
に
貢
献
す
る
。

ま
た
、
心
に
従
っ
て
心
を
表
現
す
る
事
の
出
来
る
唯
一
の
肉
体
で
あ
る
。

皮
膚
は
触
覚
、
肌
は
接
触
に
よ
っ
て
外
界
を
受
け
入
れ
、
心
に
伝
え
る
。

心
は
五
感
か
ら
の
影
響
で
、
千
変
万
化
す
る
。
だ
が
心
の
基
本
思
考
を
決
定
す

る
生
命
を
感
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
の
方
向
性
を
決
め
る
事
が
出
来
る
。

人
に
は
見
え
な
い
心
だ
が
、
他
人
に
見
え
る
行
動
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。

２
、
「
執
」
は
哲
学

哲
学
と
は
、
手
の
届
か
な
い
事
や
、
難
し
い
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
い
。

哲
学
と
は
、
自
ら
の
日
常
生
活
を
、
理
論
的
に
整
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ま
と
ま
り
の
な
い
思
考
過
程
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
行
動
は
、
必
然
的
に
「

伝
」
へ
の
欲
望
と
な
る
。

内
面
の
「
執
」
か
ら
利
他
の
行
動
「
伝
」
へ
と
移
行
す
る
事
で
歓
喜
の
共
有
が

成
立
す
る
。
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３
、
「
伝
」
は
方
法
と
道
具

第
一
に
口
を
使
っ
た
言
葉
、
音
声
が
あ
る
。

第
二
に
口
が
な
け
れ
ば
手
話
と
い
う
肉
体
の
表
現
が
あ
る
。

第
三
は
、
道
具
を
使
っ
て
の
表
現
で
、
無
限
に
あ
る
。

道
具
と
は
、
道
に
備
え
る
と
読
む
。

道
と
は
、
個
人
の
好
み
で
あ
る
。

好
ん
だ
道
に
備
え
る
器
具
を
道
具
と
い
う
。
眼
に
訴
え
る
絵
を
好
め
ば
画
材
で

あ
り
、
耳
に
訴
え
る
音
を
好
め
ば
楽
器
で
あ
る
。

舌
に
訴
え
る
料
理
を
好
め
ば
調
理
器
具
と
な
り
、
鼻
に
訴
え
る
香
り
を
好
め
ば

香
木
で
あ
る
。

皮
膚
に
訴
え
る
感
触
を
好
め
ば
、
人
間
の
手
に
勝
る
も
の
は
無
い
。

十
二
、
塩
と
砂
糖

人
間
は
、
砂
糖
が
無
く
と
も
、
生
き
て
い
け
る
が
、
塩
が
な
け
れ
ば
生
き
て
は

い
け
な
い
。

砂
糖
を
活
か
す
の
は
塩
で
あ
る
。

目
に
見
え
な
い
心
の
中
で
の
塩
と
は
何
か
。

健
在
を
願
う
食
欲
へ
の
刺
激
で
あ
る
。

人
生
に
お
け
る
最
大
の
刺
激
は
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
作
品
で
あ
る
。

あ
る
作
者
に
よ
る
作
品
を
鑑
賞
し
た
い
時
、
直
接
で
は
、
何
の
意
味
も
な
さ
な

い
が
、
間
接
的
な
形
に
よ
っ
て
理
解
が
出
来
る
作
品
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
原
作
品
と
鑑
賞
者
の
間
に
い
る
人
間
の
表
現
に
つ
い
て
語
っ
て
み
た

い
。

中
間
に
立
つ
そ
の
人
間
を
、
創
造
芸
術
家
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

翻
訳
家
と
呼
ぶ
に
も
ふ
さ
わ
し
い
。

映
画
制
作
の
場
合
の
脚
本
家
、
そ
し
て
演
出
家
。
食
材
を
食
事
に
変
え
る
料
理

人
。

言
語
を
母
国
語
に
訳
す
翻
訳
家
。

楽
譜
を
音
楽
に
換
え
る
演
奏
家
。

こ
う
し
た
創
造
芸
術
家
は
、
道
具
を
使
う
。
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善
悪
両
面
を
備
え
持
つ
そ
の
道
具
を
、
ど
の
よ
う
に
使
う
か
、
使
う
人
間
に
よ

っ
て
決
定
す
る
。

十
三
、
「
執
」
の
哲
学
に
つ
い
て

共
通
す
る
「
執
」
の
哲
学
に
関
し
て
、
執
と
は
執
念
で
あ
る
。

執
念
と
は
、
念
ず
る
が
故
に
、
諦
め
な
い
と
読
め
る
。

原
作
者
の
作
品
に
感
動
し
た
自
分
を
、
他
に
も
伝
え
た
い
と
い
う
執
念
で
あ
る
。

こ
の
執
念
を
表
現
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
目
的
で
必
要
と
さ

れ
た
道
具
は
、
装
飾
品
で
あ
り
、
単
に
自
己
満
足
で
あ
る
。

十
四
、
「
伝
」
の
方
法
に
つ
い
て

「
伝
」
と
は
伝
達
の
事
で
あ
る
。

道
具
を
使
わ
な
い
口
や
動
作
に
続
き
、
道
具
を
使
っ
て
、
利
他
の
行
為
を
す
る

人
に
は
、
天
才
的
に
知
識
や
理
論
を
持
っ
た
演
奏
家
が
、
あ
ま
た
多
い
が
、
演

奏
芸
術
家
と
呼
ば
れ
る
天
才
は
、
稀
で
あ
る
。

天
才
的
演
奏
に
は
、
映
像
が
あ
る
。
�

奏
者
が
ま
ず
、
楽
譜
か
ら
映
像
を
結
び
、
楽
譜
を
、
演
奏
へ
と
翻
訳
し
て
い
る

が
故
で
あ
る
。

聴
衆
の
感
性
に
よ
る
と
は
い
え
、
聴
衆
は
容
易
に
映
像
を
結
べ
る
演
奏
を
好
む

も
の
で
あ
る
。

演
奏
か
ら
結
ば
れ
た
心
の
映
像
と
、
目
前
の
料
理
に
表
現
さ
れ
た
美
の
感
覚
に
、

共
通
性
が
大
き
い
ほ
ど
、
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
人
間
の
歓
喜
は
倍
増
す
る
。

だ
か
ら
人
は
、
味
覚
を
求
め
、
場
を
選
ぶ
。

「
死
に
た
く
な
い
」
を
筆
頭
に
、
共
存
へ
の
希
望
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
本
能

が
あ
る
。

「
死
に
た
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
生
き
て
い
る
方
が
い
い
か
ら
で
あ
る
。

無
意
識
だ
が
生
へ
の
感
謝
が
あ
る
。

他
の
動
物
に
は
、
感
謝
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

何
頭
か
い
る
牛
や
馬
の
中
で
、
一
頭
が
ラ
イ
オ
ン
に
殺
さ
れ
た
。

こ
の
時
、
他
の
牛
馬
は
、
ラ
イ
オ
ン
か
ら
逃
げ
る
事
は
あ
っ
て
も
、
救
助
も
涙
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も
な
い
。

人
間
は
ど
う
か
、
交
通
事
故
な
ど
の
悲
惨
な
死
を
知
る
と
、
例
え
他
人
で
も
同

情
が
出
る
。

其
れ
が
親
子
、
親
戚
、
知
人
友
人
と
な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
悲
し
み
の
度
が
強
い
。

こ
れ
は
、
他
の
動
物
に
は
、
生
き
て
い
る
喜
び
が
な
い
か
ら
、
喜
び
を
失
っ
た

悲
し
み
も
な
い
。

人
間
は
他
人
の
死
に
涙
す
る
。

其
れ
は
喜
び
を
失
っ
た
人
へ
の
悲
し
み
で
あ
り
、
生
き
て
い
る
自
分
へ
の
感
謝

で
あ
る
。

こ
の
本
能
の
一
つ
を
担
う
の
が
板
前
・
料
理
人
で
あ
る
。

思
う
に
、
誰
も
が
面
倒
と
思
い
、
誰
も
が
嫌
な
事
を
引
き
受
け
、
率
先
し
て
行

動
を
取
り
る
の
が
玄
人
へ
の
入
り
口
と
な
る
が
、
人
間
の
生
存
を
考
え
る
事
の

出
来
る
者
の
み
が
、
立
ち
入
る
事
が
許
さ
れ
る
。

い
か
な
る
職
業
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
職
業
に
対
し
、
人
間
の
生
存
を
意
識
し
て

行
動
す
る
事
自
体
、
玄
人
で
あ
る
。

生
活
へ
の
プ
ロ
フ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
。

プ
ロ
の
言
を
用
い
れ
ば
、
自
殺
は
自
己
否
定
以
外
、
何
の
意
味
も
な
い
。

十
五
、
「
余
談
」

何
で
、
あ
ん
た
、
一
生
懸
命
な
ん
だ
い
？

お
袋
の
た
め
さ
。

な
ん
だ
い
そ
り
ゃ
？

俺
さ
、
親
兄
弟
の
縁
が
薄
い
、
デ
モ
よ
、
一
度
だ
け
だ
っ
た
が
、
お
袋
に
す
き

焼
き
作
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
ん
時
、
お
袋
が
え
ら
く
美
味
い
と
言
っ
て
く
れ
て
、
十
年
に
一
度
会
う
か
会

わ
ぬ
か
な
の
に
、
遭
え
ば
こ
の
話
を
し
て
く
れ
る
。

す
き
焼
き
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
っ
と
お
袋
に
、
何
か
作
っ
て
や
り
た
い
と
、
い

つ
も
思
っ
て
だ
け
い
た
。

俺
が
思
っ
て
る
う
ち
に
、
お
袋
は
死
ん
じ
ゃ
っ
た
。

だ
か
ら
さ
、
俺
は
い
つ
も
、
こ
れ
を
お
袋
に
食
っ
て
も
ら
う
ん
だ
っ
て
気
で
、
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仕
事
や
っ
て
る
の
さ
。
答
え
に
な
っ
て
る
か
な
、
も
う
食
っ
て
貰
え
な
い
け
ど

さ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。
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